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基準となる『はかり』がなければ分析のしようがなく、基準がなければ仮説を
設けるしかない。仮説はどこまでも仮説で、実証されなければ実践では活用で
きない。すべての仮説が実証されるとは限らず、実証できた範囲から実践し、
データ収集を繰り返しながら、実証範囲を広げていく。 

最小分解 集計 
分析値計算 

標準分析 目的別分析 分析値集計 

分析する工程 

意味分解 集計 

●品詞単位、単語単位、活用単
位、用言活用単位、複合単語、類
語、反意語単位での分解とそれぞ
れの区分別の集計を行う。 
●１文章の文字数、ひらがな、漢
字、カタカナ、アルファベットでの
文字数が、文章によって異なるの
で、計算上、１単語の文字数を標
準化する。 

●分析値は、異なる文
章で同じ基準で比較で
きる数値にしなければ
ならない。 
●分析項目が異なって
いても分析値が同じ基
準になっていなければ
ならない。 
●１言語での統一基準、
表現ジャンル別基準、
１文章文字量区分での
基準などがあり、基準
同士での比較ができな
ければならない。 

●分析値、表現スタ
イル、趣旨、キー
ワード群、表現難易
度、主張姿勢とレベ
ル、言語表現として
の適正などが、基本
分析となる。 

●目的に応じて、分
解、分析の組み合
わせ、分析表見が
変わる。 
「文字データ分析
対象と分類」で表
されている項目な
どによって、標準
分析を踏まえたう
えで、処理形式が
変わる。 


	いかに分析するか

